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日本の斜面対策技術は斜面災害が多発する日本の長い歴史の中で構築されてきた技術です。その中

には日本独自技術として発展してきた技術もあります。防災技術の海外展開が進められる中、2018 年

より斜面防災技術国際化委員会において日本の斜面防災技術の国際化の課題について研究活動を行っ

てきましたが、欧米などを含む海外では日本とは異なる技術が使われていることがわかってきました。

対策工の工種そのものが異なる場合もあれば、対策工の適用範囲が異なるものや設計方法が異なるも

のなど、さまざまな違いがあります。さらには海外でよく利用されている欧米の設計ソフトと日本の

設計ソフトにも違いが見られます。また、開発途上国においてもその国独自に発展してきた技術が存

在し、その国の斜面対策に役立っています。本セッションではこのような違いを具体的に把握し、今

後の取り組みについて議論したいと考えています。海外での研究や業務などの経験から、日本とは異

なる海外の斜面対策技術に関するさまざまな発表を募集します。日本に留学している学生会員のみな

さまの発表も歓迎します。 

 


